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一
昨
年
、
昨
年
と
二
年

続
き
で
雨
で
流
れ
た
区
民

球
技
大
会
。
今
年
は
天
候

に
恵
ま
れ
、
六
月
五
日

(

日)

、
三
年
ぶ
り
の
グ
ラ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

 
お
年
寄
り
か
ら
子
ど
も

ま
で
み
ん
な
が
楽
し
め
る

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
。
終
日

に
ぎ
や
か
な
歓
声
が
甲
良

中
グ
ラ
ン
ド
に
響
い
て
い

ま
し
た
。 

 

年
々
人
と
人
と
の
つ
な

が
り
が
薄
れ
て
い
く
な

か
、
こ
う
し
た
区
民
の
み

ん
な
が
交
流
で
き
る
機
会

は
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し

て
い
き
た
い
も
の
で
す
。 

【競技の結果】 

 

団体優勝  第 ８組 

〃 準優勝 第 ５組 

〃 ３位  第 10組 

 

個人優勝 

 Ａ会場 松宮 実さん  

 Ｂ会場 辻  博士さん 

 Ｃ会場 安澤 慶治さん 

 

ホールインワン賞 

 

 阪東さゆりさん他27名 
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六

月

十

九

日

(

日)

、
農
事
集
会

所
で
集
落
懇
談
会

が

開

か

れ

ま

し

た
。
町
長
さ
ん
は

じ
め
、
教
育
長
さ

ん
、
役
場
職
員
さ

ん
ら
十
余
名
の
方

が
来
て
下
さ
り
、

町
財
政
の
現
状
や

下
之
郷
区
の
今
後

に
つ
い
て
話
し
合

わ
れ
ま
し
た
。 

■
こ
の
ま
ま
だ
と
平
成
二
十

年
に
は
赤
字
収
支 

  

も
し
甲
良
町
が
今
後
ど
こ

と
も
合
併
せ
ず
に
単
独
で
存

続
し
た
場
合
、
左
図
の
よ
う

に
、
平
成
二
十
年
に
は
赤
字

収
支
に
転
落
す
る
と
い
う
厳

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。 

 

し
か
し
、
合
併
新
法
が
で

き
、
県
の
指
導
で
彦
根
市
等

と
の
合
併
協
議
が
再
開
さ
れ

る
可
能
性
が
高
い
で
あ
ろ
う

と
の
こ
と
で
す
。 

■
下
之
郷
区
の
将
来
構
想 

  

区
長
さ
ん
か
ら
、
下
之
郷

区
の
将
来
に
関
わ
る
大
き
な

課
題
と
し
て
、 

 

①
次
世
代
地
域
リ
ー
ダ
ー
の 

 

育
成 

②
地
域
（
甲
良
）
の
収
益
活 

 

動
を
ど
う
す
る
か 

 

の
二
点
が
懇
談
会
テ
ー
マ
と

し
て
出
さ
れ
、
そ
れ
に
つ
い

て
、
ま
ち
づ
く
り
課
や
産
業

課
の
職
員
さ
ん
か
ら
い
ろ
ん

な
助
言
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。 

 

・
今
の
若
者
は
少
数
の
気
の
合

う
仲
間
で
い
る
こ
と
が
楽
し

く
、
規
制
さ
れ
る
こ
と
を
嫌

う
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は

携
帯
。
そ
う
い
う
若
者
に
対
し

て
従
来
の
青
年
団
活
動
で
は
無

理
だ
ろ
う
。
ゆ
る
や
か
な
集
ま

り
の
場
づ
く
り
が
い
る
の
で
は

な
い
か
。
雨
森
地
区
で
は
野
球

部
が
郷
づ
く
り
の
力
に
な
っ
た

と
い
う
。 

 

ま
た
、
若
者
を
取
り
巻
く
地

域
の
大
人
が
ど
う
変
わ
れ
る
か

だ
。 

 

・
高
知
県
の
馬
路
村
は
、
ゆ
ず

の
生
産
加
工
販
売
で
大
成
功
し

た
。
そ
う
い
う
特
産
品
を
い
か

に

作

り

出

す

か
。
「
円

城
」

「
夢
観
音
」
と
い
っ
た
日
本
酒

醸
造
を
試
み
て
い
る
字
も
あ

る
。 

 

「
む
か
し
食
べ
て
う
ま
か
っ

た
け
れ
ど
、
最
近
食
べ
て
い
な

い
な
あ
」
「
も
う
一
度
食
べ
て

み
た
い
な
あ
」
と
い
う
も
の
が

ヒ
ッ
ト
商
品
に
な
る
可
能
性
も

あ
る
。 

  

組
合
長
さ
ん
か
ら
は
、
「
町

と
し
て
の
特
産
品
を
発
掘
す
る

努
力
を
」
と
い
う
提
言
も
あ
り

ま
し
た
。 
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四
月
二
十
九
日

は
五
十
告
神
社
春

季

例

祭
、
通

称

「
お
た
け
さ
ん
ま

つ
り
」
で
す
。 

 
お

湯

の

奏

上

や
、
太
々
神
楽
の

奉
納
が
あ
る
の
で

す
が
、
一
般
区
民

の
方
は
あ
ま
り
ご

覧
に
な
っ
て
い
な

い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。 

 

そ
こ
で
、
今
回

は
お
た
け
さ
ん
ま

つ
り
の
様
子
を
詳

し

く

紹

介

し

ま

す
。 

 

祭
礼
は
、
貫
名
宮
司
と
巫

女
さ
ん
、
こ
の
三
人
で
進
行

さ
れ
ま
す
。 

 

ま

ず
、
五

十

告

神

社

前

で
、
祝

詞

奏

上
。
氏

子

総

代
、
区
長
、
農
業
組
合
長
、

区
評
議
員
、
各
講
宮
世
話
、

耕
作
者
代
表
ら
が
参
拝
し
ま

す
。 

 

祝
詞
奏
上
の
間
に
巫
女
さ

ん
が
お
湯
上
げ
の
準
備
に
入

り
ま
す
。 

 

そ
し
て
、
祝
詞
奏
上
の
あ

と
、
参
拝
者
に
お
湯
が
か
け

ら
れ
ま
す
。
こ
の
お
湯
を
浴

び
る
と
一
年
間
、
無
病
息
災

で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。 

 
こ

の

後
、
拝

殿

に

上

が

り
、
二

人

の

巫

女

さ

ん

に

よ
っ
て
太
々
神
楽
が
奉
納
さ

れ
ま
す
。 

 

こ
れ
は
、
農
作
物
の
豊
穣

を
祈
る
も
の
で
、
舞
の
な
か

ほ
ど
で
は
、
す
き
や
く
わ
を

手
に
持
っ
た
舞
も
あ
り
ま

す
。
最
後
は
五
色
の
色
紙
が

釜
か
ら
舞
い
上
が
り
、
終
わ

り
と
な
り
ま
す
。 
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五
月
十
五
日(

日)

、

区
民
総
出
の
除
草
作

業

が

行

わ

れ
ま

し

た
。
ご
苦
労
様
で
し

た
。 

 

ま
た
、
区
評
議
員

さ
ん
で
桃
源
郷
・
ち

び
っ
こ
広
場
の
除
草

作
業
も
行
わ
れ
ま
し

た
。 

 

ち
び
っ
こ
広
場
の

除
草
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
３
組
単
位
で

年
二
回
除
草
を
分
担

し
て
い
く
こ
と
が
さ

き
の
協
議
員
会
で
了

承
さ
れ
ま
し
た
。 

 

子
ど
も
た
ち
の
楽
し
い
遊

び
場
を
安
全
な
も
の
と
し
て

維
持
管
理
し
て
い
く
た
め

に
、
区
民
の
み
な
さ
ん
の
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。 

 

 

今
春
の
区
内
各
組
の
パ
ン

ジ
ー
花
壇
は
、
近
年
に
な
く

ど
こ
も
見
事
な
花
を
つ
け
ま

し
た
。
各
組
の
世
話
が
行
き

届
い
て
い
る
成
果
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。 

 

そ
し
て
、
六
月
十
一

～
十
二
日
に
は
、
サ
ル

ビ
ア
の
定
植
が
行
わ
れ

ま
し
た
。 

 
花
卉
部
会
で
育
て
て

い
た
苗
が
特
大
の
ヒ
ョ

ウ
に
よ
る
被
害
で
不
足

す
る
と
い
う
事
態
に
な

り
、
申
し
訳
な
い
こ
と

で
し
た
が
、
何
と
か
定

植
し
終
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。 

 

六
月
二
十
四
日
（
土
）
、

愛
知
県
豊
田
市
足
助

あ

す

け

町
則
定

の
り
さ
だ

地
区
か
ら
視
察
研
修
の
一
行

が
下
之
郷
区
を
訪
れ
ま
し

た
。 

 

則
定
地
区
は
、
平
成
八
年

か
ら
郷
づ
く
り
に
取
り
組
み

始
め
、
そ
の
頃
一
度
甲
良
町

を
訪
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。
そ

の
後
、
も
う
一
度
甲
良
町
の

取
り
組
み
に
学
び
た
い
と
い

う
こ
と
で
来
ら
れ
、
郷
づ
く

り
の
現
地
研
修
と
い
う
こ
と

で
当
下
之
郷
区
を
訪
問
さ
れ

ま
し
た
。 

 

則
定
地
区
は
、
山
間
に
点

在
す
る
集
落
で
、
立
地
条
件

は
ず
い
ぶ
ん
違
い
ま
す
が
、

郷
づ
く
り
に
か
け
る
意
気
込

み
は
強
く
、
下
之
郷
の
取
り

組
み
か
ら
学
ぼ
う
と
、
予
定

時
間
を
延
長
す
る
ほ
ど
の
積

極
的
な
話
し
合
い
に
な
り
ま

し
た
。
他
地
区
と
の
交
流
に

よ
っ
て
刺
激
を
も
ら
う
の

も
、
私
た
ち
の
郷
づ
く
り
に

と
っ
て
、
重
要
な
こ
と
だ
と

実
感
し
た
次
第
で
す
。 
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田
植
え
が
終
わ

り
、
補
植
、
溝
き

り
も
済
ん
で
今
年

の
春
の
農
作
業
も

一
段
落
と
い
っ
た

と
こ
ろ
で
し
ょ
う

か
。 

 

六
月
上
中
旬
に

か
け
て
は
麦
の
刈

り
取
り
作
業
。
幸

い
好
天
に
恵
ま

れ
、
順
調
に
進
み

ま
し
た
。 

 

六
月
四
日
の
ヒ
ョ
ウ
で
壊

滅
的
な
被
害
を
受
け
た
地
区

も
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
下

之
郷
は
、
大
き
な
被
害
も
な

く
て
す
み
ま
し
た
。 

 

今
年
の
梅
雨
は
空
梅
雨

の
よ
う
で
、
今
後
の
水
不

足
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
一

九
九
四
年
の
大
干
ば
つ
の

よ
う
な
こ
と
が
な
い
こ
と

を
祈
り
ま
す
。 

 

六
月
十
日
、
辻
孫
六
さ

ん
の
田
ん
ぼ
に
、
甲
良

西
・
東
保
育
園
児
が
集
ま

り
、
ア
イ
ガ
モ
の
放
鳥
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
初
め
て

見
る
ア
イ
ガ
モ
に
大
騒
ぎ

し
な
が
ら
、
園
児
達
は
、

一
羽
ず
つ
、
水
田
に
カ
モ

を
放
ち
ま
し
た
。 

営農コーナー 

■
ガ
チ
ャ
コ
ン

ポ
ン
プ
の
寄
贈 

  

五

月

十

四

日

（
土
）
、
彦
根
み
ず

ほ
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
創
立
二
十
五

周
年
記
念
大
会
で

写
真
の
ガ
チ
ャ
コ

ン
ポ
ン
プ
の
目
録

贈
呈
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
昔
懐
か
し 

 

 

 

 

 

 

い
ガ
チ
ャ

コ
ン
ポ
ン

プ
の
仕
組

み
を
学
習

す
る
こ
と

が
で
き
、
ま

た
雨
水
を

溜
め
て
花

壇
の
水
と

し
て
も
利

用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
大
変
あ
り

が
た
く
、
水
の
有
効

利
用
を
図
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

■
田
植
体
験 

 

五

月

十

二

日

（
木
）
、
二
年
生
と

五
年
生
が
学
校
田

で
田
植
え
を
体
験

し
ま
し
た
。
五
年
生

は
二
年
生
の
時
に

体
験
し
て
い
る
の

で
あ
る
程
度
は
慣

れ
て
い
ま
す
が
、
二

年
生
は
初
め
て
の

体
験
で
す
。 

 

 

ま
だ
足
の
力
が

十
分
で
な
く
田
圃

で
し
り
も
ち
を
つ

く
子
ど
も
も
あ
り

ま
し
た
。
な
お
、
苗

（
日
本
晴
）
は
近
く

の
澤
農
園
か
ら
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

 

一
学
期 

今
後
の
予
定 

 

○
七
月
二
十
日 

 
 

 

終
業
式 

 

○
七
月
二
十
一
日

～
二
十
三
日   

  

６
年
野
外
活
動

（
三
重
県
大
王
町
） 

西小だより 
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下之郷の歴史 

 

桂
城
神
社
縁
起 

 

祭 

神 
 

少
彦
名
命
・
仁
徳
天
皇
・
宇
多
天
皇
・

敦
実
親
王
・
左
大
弁
成
頼
・
天
御
中
主

神
以
上
六
柱 

相 

殿 

伊
勢
両
宮 

境
内
社 

火
伏
神
社
・
五
十
告
神
社 

神 
紋 

丸
に
平
四
つ
目
紋 

例 

祭 
四
月
十
六
日
（
四
月
中
旬
日

曜
日
）
九
月
十
六
日 

本 

殿 

流
造
・
銅
板
葺
（
旧
桧
皮
葺
） 

名 

称 

明
治
以
前
は
六
所
大
権
現

ま
た
は
葛
城
社
と
称
す 

由
緒
略
記

 

 
 

 

江
州
太
守
佐
々
木
兵
部
大
輔
義
経

の
臣
犬
上
大
和
介
政
誠
は
治
暦
三
丁

未
年
（
一
〇
六
七
）
四
月
二
十
一
日
に

下
之
郷
の
産
土
神
と
し
て
勧
請
建
立

し
た
。
応
永
四
丁
丑
年
（
一
三
九
七
）

に
い
た
り
佐
々
木
京
極
氏
は
下
之
郷

に
城
を
築
き
歴
代
城
主
（
は
じ
め
京
極

の
ち
多
賀
を
称
し
、
三
代
城
主
多
賀
豊

後
守
高
忠
は
京
都
侍
所
所
司
代
の
要

職
を
つ
と
め
特
に
有
名
で
あ
る
。
）
は

往
祖
の
神
霊
な
り
と
朝
拝
怠
ら
ず
神

威
は
近
在
八
町
・
八
目
・
石
畑
・
四
十

九
院
・
雨
降
野
に
も
及
び
六
所
の
産
土

神
と
し
た
の
で
神
威
い
や
が
う
え
に

も
高
ま
っ
た
。 

 

明
治
四
年
桂
城
神
社
と
改
名
、
翌
五

年
郷
社
に
列
せ
ら
れ
た
。 

  

明
治
八
年
下
之
郷
は
全
村
焼
失
に
近

い
災
害
に
見
舞
わ
れ
、
こ
の
大
火
の
原

因
が
、
永
禄
年
中
に
落
城
戦
死
し
た
城

兵
ら
の
霊
に
よ
る
と
の
民
意
押
さ
え

難
く
、
翌
九
年
城
跡
に
あ
っ
た
祠
を
境

内
地
に
移
し
五
十
告
神
社
と
し
て

祭
っ
た
。
お
た
け
さ
ん
祭
り
で
あ
る
。

山
の
神
講 

 
 

桂
城
神
社
で
は
毎
年
正
月
九
日
に

六
小
路
（
金
堂
・
北
金
堂
・
市
場
・
北

市
場
・
高
座
・
二
階
堂
）
に
山
の
神    

（
山
の
神
は
水
の
神
で
あ
り
五
穀
豊

穣
を
保
証
す
る
神
）
を
分
神
し
て
小
路

毎
に
豊
作
を
祈
願
す
る
。 

  

講
宿
（
お
こ
な
い
宿
）
で
は
若
衆
は
人

と
し
て
の
規
律
を
確
認
し
あ
う
場
で

も
あ
る
。 
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短歌クラブ５月

の詠草から 

春
風
に
降
り
て
舞
い
散
る
寺
の
庭
花
び
ら
湯
飲
み
に
弁
当
に
そ
そ
ぐ 

 
 

上
野 

り
ゑ 

通
り
行
く
電
車
の
車
輪
凝
視
す
る
若
き
生
命

い

の

ち

を
う
ば
い
し
事
故
よ 

 
 

 
藤
居 

和
子 

ひ
ら
め
き
を
す
ぐ
ノ
ー
ト
に
書
き
写
す
さ
っ
と
消
え
ゆ
く
記
憶
お
さ
え
て 

川
並 
千
町 

田
植
機
は
リ
ズ
ム
持
ち
つ
つ
平
静
に
釘
打
つ
如
く
苗
を
植
え
ゆ
く 

 
 

 

川
並 

み
よ
子 

 

こ
の
と
こ
ろ
ク
イ
ズ
コ
ー
ナ
ー
が
人
気
の
よ
う
で
、

た
く
さ
ん
の
区
民
の
方
が
応
募
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

解
答
用
紙
に
添
え
ら
れ
た
一
言
が
そ
れ
ぞ
れ
味
わ
い
ぶ

か
く
、
楽
し
く
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
こ

う
し
た
区
民
の
み
な
さ
ん
の
普
段
着
の
声
を
こ
れ
か
ら

も
ど
し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

（
賞
品
の
準
備
が
頭
痛
の
種
で
す

が
…
…
） 

 【前回の答】 

●紫陽花（あじさい ） 

●百日紅（さるすべり） 

●女郎花（おみなえし） 

●万年青（おもと   ） 

●仙人掌（さぼてん ） 

●公孫樹（いちょう ） 

●玉蜀黍（とうもろこし） 

●山茶花（さざんか ） 

●向日葵（ひまわり ） 

●蒲公英（たんぽぽ  ） 

  【正解者】 

神辺幸夫さん 阪東和美さん 

上野文子さん 川並千町さん 

西堀利江さん 安澤春枝さん 

上野璃子さん 古川きささん 

阪東ちよさん 藤居由衣さん 

木村 和さん 安澤美佐子さん 川並孝裕さん 阪東きぬさん 松宮光子さん 

上野美幸さん 二階堂恵子さん ※公孫樹……コウソンジュも正解。  

 ＝ひとこと＝ 
 

・むずかしかったので、辞

典を見ながら勉強しまし

た。全部答ができるとほっ

とします。 

     二階堂恵子さん 
 

・植 え 付け の 最中 で も考 え

るって事はいいことでした。

色々と問題を出してくださる

方、おいそがしいのにありが

とうございます。 

      阪東きぬさん 

 

・とうもろこしがこんな字だ

とは思いませんでした。夏祭

りのとき、この字で売ったら

何 だ と 思 う 人 も い る の で

は……。 川並孝裕さん 

 

 

・むつかしい漢字はついひら

がなで書くくせがありますの

で、漢字を覚えても名前が思

い出せず、辞典とにらめっこ

しました。 木村和さん 

 

・二人の孫のおめでたに、小

さい頃を思いしだし、月日の

立つ早さを感じ、どうか幸せ

にすごしてほしいと念じるこ

の頃です。 阪東ちよさん 

 

・ふれあいのつどいってとて

も楽しいです。人はいつでも

どこにいても新雪にすること

が大切だと思いました。 

      古川きささん 

 

・大変難しい問題ですが、家

族で頭をひねりながらよい勉

強になります。たまには学生

向きをだしてほしいです。 

      上野璃子さん 

・全問正解とは頭の方がつい

て行けず、やはり辞書にたよ

りました。いつもよい勉強に

なりありがとうございます。     

川並千町さん 

 

・サクランボの木に沢山の実

を付けました。赤くなるのを

楽しみに毎日家族が見つめて

います。   阪東和美さん 

 

・身近で老人である私の身を

案じて「無理しななあ」とや

さしい声を掛けてくださり、

元気が頂けてとてもうれしい

です。又、子どもたちに字内

で出会うとこちらから「おは

よう」「おかえり」と挨拶を

しますとよい返事を聞くこと

が出来た時には、年寄りに生

きる力を与えてもらって有難

いです。   上野文子さん 

●枇杷 （   ） 

●檸檬 （   ） 

●瓢箪 （   ） 

●藺草 （   ） 

●芥子 （   ） 

●甘藍 （   ） 

●辣韮 （   ） 

●梔子 （   ） 

●石榴 （   ） 

●茄子 （   ） 

●椰子 （   ） 

 

左
の
漢
字
は
何
と
い
う
植
物
の
名
前
で
し
ょ
う

か
？
よ
み
が
な
を
書
い
て
集
会
所
ま
で
お
届
け
下
さ

い
。
全
問
正
解
の
方
に
は
粗
品
を
進
呈
し
ま
す
。 

路
上
駐
車 

  

依
然
と
し
て
、
区
内
数
カ
所
、

公
共
の
道
路
上
に
違
法
駐
車
さ
れ

て
い
る
車
が
目
に
付
き
ま
す
。 

 

他
所
の
車
で
あ
れ
ば
、
「
違
法

駐
車
を
や
め
て
く
だ
さ
い
。
」
と
は
っ
き
り

言
え
る
の
で
す
が
、
同
じ
区
民
同
士
な
の

で
、
気
ま
ず
く
な
る
の
を
恐
れ
て
黙
認
し
て

し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
現
状
で
す
。 

 

ど
う
か
、
個
々
の
良
識
で
ご
判
断
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
、
繰
り
返
し
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 

 

農
事
集
会
所
が
「
一
時
避
難
場

所
」
に
指
定 

 
 

 

台
風
・
地
震
等

の
災
害
発
生
時
の

区
民
の
緊
急
避
難

場
所
と
し
て
農

事
集
会
所
が
指
定
さ
れ
ま

し
た
。
お
知
り
お
き
く
だ

さ
い
。 

再度お願い 
お知らせ 


